
□事前アンケートに関する回答（第5回テーマ関連事項）

項目 内容 関連計画等 回答

1 通学方法

自転車通学になるの

か、バス通学になる

のか。

推進計画

ｐ32　2⑵

校区統合により、通学先が変更となり、通学

に際し、一定以上の距離又は時間が必要とな

る生徒については、公共交通機関の運賃補

助、スクールバス等による支援が必要と考え

ています。市において通学支援に関する基本

的な考え方（素案は第５回説明内容を参照）

を取りまとめたいと考えています。

　また、より詳細な検討については統合対象

の学校区ごとに設置する開校準備会議等（令

和６年度設置予定）で行い、地域実態に即し

た通学支援方法を検討します。

2 通学方法

通学手段について

は、早めに検討をし

ていただきたい。

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

3 通学方法

使用施設が黒中にな

ると、比延地区の方

は通学方法や距離が

心配

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

4 通学方法

使用施設が東中にな

ると、黒田庄地区の

方は通学方法や距離

が心配

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

5 通学方法

自転車通学できない

遠方の生徒の通学方

法を具体的に知りた

い

親が送迎するのか、

通学バスが出るのか

…

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

【資料２】
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

6 通学方法

通学距離が伸びて、

通学時間が長くなる

人数が多いのはどう

なんだろう。学習す

る時間が減るので

は？

推進計画

ｐ32　2⑵

エ

通学時間等を考慮し、通学支援を行うことと

しています。ご意見１に対する回答を参照く

ださい。

　なお、事前の検討段階では、通学支援対象

と想定される人数はどちらの学校を活用した

場合もほぼ同数の最大80名程度と想定されま

す。

7 通学方法

登下校の安全（ス

クールバスを出すつ

もりはないのか）

推進計画

ｐ32　2

ご意見１に対する回答を参照ください。

　また、通学路上の危険個所については「西

脇市通学路の安全確保に係る連絡会議」に諮

り警察、道路管理者等の関係者と連携のう

え、支援を得ながら、安全確保を図ります。

8 通学方法

小学校・中学校の通

学についての安全面

の確保

推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

9 通学方法

計画書からＪＲも文

字を抜いて「公共機

関」となったが、バ

スは通っていないの

でＪＲとなるのでは

ないか？それ以外の

支援はないのか？

推進計画

ｐ32　2⑵

通学支援の方法としては、大きく分けて、公

共交通機関、市が運行または委託運行するス

クールバスの２つの方法が考えられます。JR

や路線バスでの通学が運行ダイヤや輸送量な

ど実態に即している学校区では、公共交通機

関の運賃を負担する支援方法も考えられます

が、現時点で、通学支援方法をそれに限定す

るものではありません。

ご意見1に対する回答を参照ください。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

10 通学方法

大人数が学校までの

距離が長くなること

は危険の割合が高く

なる。

それに関する対策は

（夕暮れの事故、事

件の危険、道路の交

通の危険など）？

推進計画

ｐ32　2

通学路上の危険個所については「西脇市通学

路の安全確保に係る連絡会議」に諮り警察、

道路管理者等の関係者と連携のうえ、支援を

得ながら、安全確保を図ります。

11 通学方法
ハザードマップの安

全性

推進計画

ｐ32　2

学校施設や通学路の選定に当たっては、ハ

ザードマップによる検証も必要であると考え

ます。

12 通学方法
登下校の通学路の安

全性

推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

13 通学方法 登校時が心配
推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

14 通学方法

電車で通学した場

合、運賃の補助金な

どは出るのか。

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

15 通学方法

サイクルトレインの

活用と言われている

が、２，３台の活用

でどうなるのか？

推進計画

ｐ32　2⑵

サイクルトレインは、人口減少、過疎化が進

む地域において、既存の公共交通機関と自転

車利用を組み合わせることで、利便性を確保

するとともに、持続可能な交通ネットワーク

の維持を図ることのできる取り組み事例とし

て紹介したものです。

　児童・生徒の通学に指定するためには、鉄

道の輸送量や駅や車内での安全性など様々な

ハードルがあると想定されますが、部活動等

の移動などで、他の通学手段と比して安全面

や利便性等の面で優位である場合には活用も

考えられます。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

16 通学方法
子どもの通学の安全

面

推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

17 通学方法

説明にあった（サイ

クルトレインは実質

無理では？）

推進計画

ｐ32　2

ご意見15に対する回答を参照ください。

18 通学方法

学校から通学が遠く

なる子どもたちの通

学支援をどう考えて

いるか。

推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

19 通学方法

サイクルトレイン

は、子どもの安全を

確保できないのでは

ないか。

推進計画

ｐ32　2

ご意見15に対する回答を参照ください。

20 通学方法

通学について　いず

れにせよ遠方となる

ので、バスを可能と

するのか。

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

21 通学方法

（バス通学の場合）

バス運転者を含め、

各家庭としての負担

が増えないか。部活

動等による早朝・遅

番対応を可能として

もらえるのか。

推進計画

ｐ32　2⑵

ご意見１に対する回答を参照ください。

　部活動等による早朝をはじめ、休業期間中

のスクールバスの運行等による通学支援につ

いては、今後検討を行います。

22 通学方法

（自転車のみの場

合）安全確保をどう

考えているのか。

推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

23 通学方法

（安全対策）遠方に

よる電動自転車導入

等は？

推進計画

ｐ32　2

通学支援の方法のひとつとして、懇談会等で

ご意見をお伺いします。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

24 通学方法

通学距離が遠いこど

もに発生する通学路

の安全確保(不審者・

通学路の街灯）

推進計画

ｐ32　2

ご意見7に対する回答を参照ください。

25 懇談会

会議が公表されるこ

とで、懇談会でのコ

メントに関し特定さ

れ、個人的に指摘さ

れるようなことにな

らないか。

－

会議の公表に当たっては、発言内容等につい

て個人の特定につながるような公表とならな

いように留意します。

26 懇談会

懇談会での意見交換

は、地区会員の意向

を反映したものとは

限らず、個人見解の

場合もある。その個

人見解で、全体の方

向性が決まるとなれ

ば、代表者は相当な

プレッシャーを感

じ、自身の想いを発

言することに躊躇し

ないか懸念する。

－

懇談会は、各委員にその所属団体や地域等を

代表するような意見を求めるものではありま

せん。各委員が1人の保護者、地域住民とし

て、子どもの学習環境について話しやすい懇

談会となるように運営を進めます。

27 懇談会

保護者としての考え

や意向を伝える場が

懇談会であるが、こ

の懇談会で出た意見

や考えはどのように

まとめられ地域住民

にフィードバックさ

れるのか。正確に伝

わるか心配である。

－

モニター視聴による傍聴、統合懇談会通信に

よる周知、ＨＰへの資料を含む掲載、広報に

しわき等で周知を図ります。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

28 懇談会

懇談会での意見交換

は意思決定をしない

まま終了する。懇談

会で交わされた「意

見や発言」の最終的

なまとめ（総括）は

どのような形で行わ

れるのか。

－

ご意見27に対する回答を参照ください。

29 懇談会

今回の事前アンケー

トは余裕がなく記入

できなかった方もお

られるかもしれな

い。5月11日の懇談会

時に再度提出を受け

付けてはどうか。

－

再度周知のうえ、提出があれば適宜反映しま

す。

30 懇談会

事前アンケートの内

容（意見と回答）は

懇談会出席者に開示

していただきたい。

－

第1回で概要を開示するほか、各回のテーマ

に沿った形で回答する予定です。

31 懇談会

懇談会での協議が時

間で制限されること

がないようにしてほ

しい。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。

32 懇談会

子どもたちが良かっ

たと思えるような結

果を。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。

33 懇談会

懇談会という名のパ

フォーマンスですで

に結果は決まってい

るのではないか。

推進計画

ｐ23

推進計画において、活用する施設は協議によ

り決定するとしています。教育委員会での協

議に当たり、懇談会でのご意見を参考にさせ

ていただきます。

34 懇談会

統合懇談会が何のた

めに必要なのか、参

加することで何が行

われるのか。

推進計画

ｐ23

ご意見33に対する回答を参照ください。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

35 懇談会

事前の情報が少なす

ぎて、わからないこ

とだらけです。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。

　また、懇談会開催に当たり、委員の皆さま

にはこれまでの経緯等含め、必要な情報を提

供、報告させていただきます。

36 懇談会

数の話ではなく、未

来に向けてどのよう

な町にしていくの

か。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。

37 懇談会

育児や教育について

多様な意思のもと、

判断していただけた

らと感じる。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。

38 懇談会

話し合いには、どち

らの施設を選ぶしか

選択肢はないのか。

推進計画

P19、P23

懇談会運営に対するご意見として承ります。

　推進計画において、活用する施設（校舎）

は既存教育施設の活用を基本として、協議に

より決定するとしています。教育委員会では

懇談会でのご意見等を踏まえ活用施設を決定

することとしており、原則として既存施設の

活用を前提とした懇談会運営を想定していま

す。

　ただし、子どもにとって良い学習環境とは

何かを考えるうえで、議論を深めることにつ

ながる第三案的な意見を妨げるものではあり

ません。

39 懇談会

どのような結果にな

るにせよ、両校の子

どもにとって何が一

番良いかを協議した

い。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。

40 懇談会

子どもの学校生活を

中心に考えて、大人

の都合の話し合いに

ならないように。

－

懇談会運営に対するご意見として承ります。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

41 市（教育委員会）

決定のプロセスが、

ブラックボックスに

なるのではないか。

推進計画

ｐ23

推進計画において、活用する施設は協議によ

り決定するとしています。教育委員会での協

議に当たり、懇談会でのご意見を参考にさせ

ていただきます。

42 市（教育委員会）
生徒数はどう判断さ

れるのか。
－

活用する施設を決定する協議の判断材料のひ

とつとして考慮する必要があると考えます。

43 市（教育委員会）

現状、黒田庄は特産

のものを西脇のもの

扱いされるばかり

で、黒田庄の発展の

ための事をしてもら

えない。合併のとき

に入っている補助金

は黒田庄のために使

う気はないというこ

となのか。

－

本市は、平成16年の旧西脇市と旧黒田庄町の

合併により新市の西脇市として、行財政運営

を行っています。旧黒田庄町の域内において

も合併特例債等の有利な財源を活用して必要

な投資を行っているほか、新市として、地域

の特性や現状等に配慮しながら合併による規

模の優位性等を生かした一体的な行政サービ

スの展開を図っています。

44 市（教育委員会）

教育予算をもう少し

上げてもらいたい

破損しているところ

は修理できるように

予算を回してほし

い。

近隣市町と同じくら

いの教育予算を検討

してほしい。

－

予算については、学校の修繕等を含め必要な

事務事業が遂行できるよう、教育委員会事務

局において、要求を行い、措置されるよう関

係課等と調整を行っています。なお、予算に

ついては、毎年度、様々な要因から検討・措

置されるものと考えており近隣市町と同様な

状況となるとは限りません。ただし、本市で

展開される教育行政の水準が他市町と比べて

著しく均衡が取れていない状況とならないよ

う他市町の動向等を注視のうえ、必要な予算

の措置が図られるよう努めます。

45 市（教育委員会）

今の西脇市教育委員

会・学校適正推進課

が不安であり心配

－

教育委員会事務局へのご意見として承りま

す。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

46 市（教育委員会）

最初の保護者の意見

を聞かない市の姿勢

はどうかと思うし、

市の職員も自分の子

と思い、真剣に考え

ていただきたかっ

た。

－

教育委員会事務局へのご意見として承りま

す。

47 地域

黒田庄地区と比延地

区でうまくいくので

しょうか。

－

　人口減少と少子高齢化の進行によって、学

校教育に関することだけでなく、様々な課題

が地域で生じています。そうした中で、それ

らの課題を旧市町や旧町村の枠内だけで解決

を図っていくことは困難であると考えられま

す。

　そのため、懇談会では、両校区の子どもた

ちにとって、良好な学習環境を実現するため

に、校区や地域の枠のみによらない観点から

の意見交換や検討を進めていただきたいと考

えています。

48 地域

2校のどちらかにする

だと両地域の綱引き

になり、溝ができな

いか心配

－

ご意見47に対する回答を参照ください。

49 地域

廃校は若い世帯の転

入がなくなり、地域

衰退を加速させるの

ではないか不安

推進計画

ｐ23

　廃校となる学校施設については、重要な社

会資本であることから、小中学校廃校舎施設

等の利活用に関する基本方針（仮称）を示

し、当該地域に十分な情報提供を行うととも

に、当該地域と十分に協議しながら、利活

用・処分等の方向付けを行うことになると想

定しています。

50 地域

廃校になる地域が廃

れないような取り組

みをしてもらいた

い。

推進計画

ｐ23

ご意見49に対する回答を参照ください。

51 地域

今後、比延・黒田庄

から学校がなくなる

と過疎化が進むので

はないか。

推進計画

ｐ23

ご意見49に対する回答を参照ください。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

52 ２校化前倒し

東中と黒中の統合は

せずに西中との合併

時期を早める方がい

い。

推進計画

ｐ21

　中学校４拠点から３拠点を経ずに２拠点へ

向かうご意見は、西脇市立学校学習環境規模

適正化検討会議でも議論されました。しか

し、早急な２拠点化となると早期の開校が難

しく、時間がかかることが想定され、すでに

１学年１学級となっている中学校もあること

から、３拠点を経て２拠点とする答申が提出

されました。これらのことから、答申を尊重

し、まず３拠点を経る推進計画を策定したも

のです。

53 ２校化前倒し

懇談会参加者による

ベターな選択として

「両地区から等距離

のエリア（津万周

辺）に新校舎を建設

した方が良いとの方

向性が示された場

合、軌道修正できる

か。

推進計画

ｐ21

　２拠点化を見据えた３拠点化であるという

答申内容に沿った推進計画になっているた

め、３拠点化を前提条件として 議論してい

ただきたいと考えています 。

　ただし、子どもたちにとってより良い学習

環境とは何かを考えるに当たって議論を深め

ることに繋がる第３案的な発言を妨げるもの

ではありません。

54 ２校化前倒し

小学校も順次統合さ

れるのであれば、小

中一貫校を新設する

等、両地域の中間点

に新しく設立するの

は不可能なのでしょ

うか。

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

55 ２校化前倒し

子ども達の通学の安

全、学習環境の整

備、設備の充実、部

活動の活性化を考

え、両地域からのア

クセスが比較的しや

すい場所に新設を希

望します。

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

10



項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

56 ２校化前倒し

東中と黒中の子ども

たちに負荷をかける

のではなく、平等に

西脇市の子どもたち

に負荷をかけて、不

公平をなくし、３校

ではなく初めから２

校に統廃合すべきだ

と思います

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

57 その他
閉校後の学校施設は

どうなりますか。

推進計画

ｐ23

ご意見49に対する回答を参照ください。

58 その他

廃校となるエリア

は、やがて衰退する

構図は容易に想像で

きる。廃校となって

も子ども達（地域住

民）にとって、プラ

スと感じる施設（代

替案）を提示するこ

とも重要である。

推進計画

ｐ23

ご意見49に対する回答を参照ください。

59 その他
使用されなくなる学

校の利用について

推進計画

ｐ23

ご意見49に対する回答を参照ください。

60 その他

将来的に西中に統合

されるのであれば、

前倒しして西中へ行

けないか。

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

61 その他

数年後に西中と南中

２校になるなら、そ

れまでは既存の状態

で生徒を動かすので

はなく、先生方に東

中、黒中の両方で授

業をしていただくこ

とはできないでしょ

うか（オンライン授

業等）。

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

62 その他

西中との統合が決

まっているのに、そ

の前に統合する理

由、必要性の説明

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

63 その他

どうして最終の西脇

中学校の統合まで待

てないのか。

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

64 その他

市内の中学校が統合

するのは理解できる

が、なぜ東中と黒中

が合併するのか理解

できない。

推進計画

ｐ21

ご意見52に対する回答を参照ください。

65 その他

地域住民等の意向調

査はいつ・誰を対象

にどのような内容で

行われるのか。

推進計画

ｐ23

懇談会での意見等を踏まえ実施する必要があ

ると考えており、懇談会終了後の8月～9月を

想定しています。実施方法等については未定

ですが、地域住民、保護者等を想定し、郵送

や学校配布等を想定しています。

66 その他

懇談会出席者に対し

て、事前アンケート

を行ったが、保護者

全員に対し同様のア

ンケートを行うべき

でないか。

推進計画

ｐ23

ご意見65に対する回答を参照ください。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

67 その他

部活動・水泳などの

場所の確保はできる

のか。

推進計画

ｐ19　3

校庭の広さ、経年の違いがありますが、どち

らの施設（校舎）を活用した場合でも確保は

当面可能であると考えています。

68 その他

部活動を委託する件

に関して（移動手

段・土日）はどうす

るのか。

推進計画

ｐ16

学校部活動地域移行検討会議等で、具体的な

検討を行う必要があると考えていますが、従

来どおり、会場への送迎等で一定程度の保護

者負担等が生ずることも想定されます。

69 その他
ゴルフ部は子どもに

需要ある？
－

令和5年度の総合教育会議にいおいて、地域

資源を活用した部活動として民間企業から提

案を受けたものとして事例を紹介したもので

あり、教育委員会や学校部活動地域移行検討

会議等で、部活動として決定したものではあ

りません。

70 その他
新しい環境に生徒が

困惑しないか。

推進計画

ｐ32

統合に当たり、環境変化に伴う影響を可能な

限り低減できるような開校準備と統合後のサ

ポート体制の確立が必要と考えています。

71 その他
複式学級での学力の

低下

推進計画

ｐ20

学力のみならず、様々な観点から検討を行

い、より良い学習環境の基本的な考え方をと

りまとめた結果、小学校においては、複式学

級の解消ができることを学校の適正規模と定

めました。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

72 その他

部活動を外部委託

し、城山公園や西脇

公園周辺の球場や施

設を使う案があった

が移動方法、移動に

よる部活動実施時

間・下校時刻の遅

れ、下校方法土日の

部活の行き方（保護

者負担？）、移動に

伴う安全（学校で済

むなら移動がない

分、部活動による事

故は少ない）はどの

ように守られるの

か。

推進計画

ｐ16

ご意見68に対する回答を参照ください。

73 その他

普通に考えて、大き

い方が小さい方へ移

るのはおかしい。

推進計画

ｐ23

子どもたちにとって、より良い学習環境を実

現するために、懇談会等のご意見を踏まえ、

統合校として、どちらの施設を活用すべきか

教育委員会で協議のうえ、決定します。

74 その他

黒田庄中は市内から

離れていて他の３校

との連携が取りづら

いと言われている

が、これまで過去、

何十年も何の問題も

なく交流できてい

る。

－

地理的位置のみが、統合校として活用する施

設（校舎）を決定するものではないと考えて

います。
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項目 内容 関連計画等 回答

【資料２】

75 その他

「市の公共施設が」

と言われているが、

黒田庄にも体育館、

グランドがちゃんと

ある。

－

ご意見74に対する回答を参照ください。

76 その他

加東市は小中が一緒

だが、西脇市ではそ

ういう視点がないの

はなぜか。

推進計画

ｐ15

西脇市においても小中一貫教育の推進を図る

こととしており、西脇市学校学習環境規模適

正化推進計画においても、考え方をお示しし

ています。
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